








旅リハ倶楽部旅リハ倶楽部 しゃらく旅リハ倶楽部

モニターのみなさまには、旅への参加を通じて心理面でどのような変化が生じたか、「緊張」「抑うつ」「怒り」「活気」
「疲労」「混乱」の6つの尺度から気分や感情の状態を測定するPOMS(TM)という検査にご協力いただき、専門家に結
果を分析していただきました。

臨床心理士　福本 裕子
（特定非営利活動法人オーガニック・ライフ・コラボレーション代表）

　旅を継続的にするという事は、日常の中にハ
リが出、楽しい外出、新たな出会いで仲間が
出来る喜びやで、イキイキと生きる活力が増す
（ポジティブ尺度が上がる）ことが立証できた
と思います。
　逆に、ネガティブ尺度が全般的に下がってい
るという結果が出ています。
　単純な日常の生活の中での不安や緊張を始

14 旅をあきらめない。第３集

１．行く前にはどんな不安がありまし
たか？【複数回答可】

 他の人に迷惑をかける 40%

 階段・段差 40%

 トイレ 30%

 体力 30%

 歩くペース 30%

 車の移動 30%

 全４回参加できるか 30%

 人間関係（会話に入っていけるか等） 20%

 特に不安はなかった 10%

 その他 20%

２．実際に行ってみて、この不安は解消
されましたか？

 解消された 50%

 ほぼ解消された 50%

 解消されなかった 0%

３．旅行に行く前と行った後で、気持ち
にどんな変化が起こりましたか？　
【複数回答可】

 話題が出来、友達や家族との会話量が増えた 60%

 明るくなった 30%

 特に変化はなかった 30%

 以前より活動的になった 10%

４．外出して歩くことについて意識は変
わりましたか？

 あまり変わらなかった 60%

 外出への抵抗が薄まった 30%

 外出をおそれなくなった 10%

５．期間中、次の旅行の予定があるこ
とで、生活にハリができましたか？

 ハリができたと思う 80%

 どちらともいえない 20%

 あまり変化はなかった 0%

６．４回の旅行で何が一番楽しかった
ですか？

 仲間との会話 80%

 観光 20%

回答者：10名
事後アンケート結果 ７．４回の旅行で何が一番しんどかっ

たですか？

 歩くこと 30%

 車での移動 10%

 知らない人たちとの同行　10%

 しんどかったことはなかった 50%

８．今回の旅行でお仲間になった方々
と、また会いたいと思いますか？

 ぜひまた会いたい 50%

 機会があれば会いたい 40%

 どちらでもよい 10%

 会いたいとは思わない 0%

９．同様の旅行があれば、また参加し
てみたいですか？

 参加したい 80%

 どちらでもよい 10%

 参加したいとは思わない 10%

参加者の心理的変化

めとする抑うつ・怒り・疲労・混乱が全般的に
下がる結果を導き出すことが出来ました。
　今後、春や秋の気持ちの良い季節に、自然
の美しさや自分ではおよそ思いつかない『旅』
の予定をコンスタントに持って頂くことで、心身
共に健やかで後半の人生に花を添えることが出
来ると確信が持てます。
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15旅をあきらめない。第３集

　モニターツアー終了後に実施したアンケート

は概して好結果でした。そもそもこの手のアン

ケートはあまりネガティブな結果が返ってこな

いものではあるし、特に今回は無料でご招待

した方々だったのでなおさらなのですが、そう

した点を割り引いて見ても、このたびの結果に

は特筆すべき点がいくつか認められます。

　最も注目したいのは、大半の方々が、４回

のお出かけを通じて「生活にハリが出た」と感

じてくださったことです。

　普段ご自宅や施設から外へ出る機会の少な

い方々にとって、日帰りとはいえ４回の旅行は

大きな冒険に違いありません。出発前には様々

な不安があったことも、アンケート結果に如実

に表れています。が、それでもその不安を一

生懸命、時には少しだけ無理もしながら、克

服した方々が、生活全般という幅広い意味合

いで好転の印象を持ってくださったことは、私

たちにとって大きな励みとなりました。

　もう少し焦点を絞って、この一連の旅の中で

みなさんが何に魅力を感じてくださったかを見

てみると、やはり顕著なのが、「仲間との会話」

を最も楽しかったと感じている方々の多さです。

旅行後、「会話が増えた」など周囲とのコミュ

ニケーションに関する面で変化が起こっている

のもこれと無縁ではないでしょう。旅リハ倶楽

部の提供するのは、あくまで旅行サービスです。

が、旅を通じて参加者が生活にハリを感じるよ

うになる最大の要因、ひいては普段の暮らし

に生きがいを見出すための最大のポイントは、

一時的な物見遊山などという娯楽ではなく、継

続的な他者との関わりなのでしょう。

　慣れない外に出ることは誰しも怖い。よほど

の覚悟がなければ、多少ハリがなくとも波乱も

ない、日常のあり方に敢えて変化を加えること

は難しい。募集時点では参加希望者の数が思

わしくなかったのですが、それもまさにこの点

に起因するのかもしれません。「外に出るなんて、

考えるまでもなく無理に決まっている」。この感

覚のいかに根強いことか。しかし反面、思い切っ

てこれまでの暮らしを変える決断をした方々の

得た「行ってみたら変わった」という結果もまた、

何と大きなことか。

　たった４回では、外出を臆さなくなったとい

う明確な意識が生まれるまでには至らなかった

ようです。しかし、人と関わり、言葉や笑顔を

交わすよろこびを取り戻した参加者には、確実

に「外の世界」への志向が生まれています。本

格始動に向けては細かい点で課題も山積みで

すが、私たちはこのサービスを必ず軌道に乗

せたいと思っています。小さな一歩ではありま

すが、こうしてこのモニターツアーの成果をご

覧いただいているみなさまには、どうか周りに

おられる旅リハ倶楽部メンバー候補の方々が、

大きく困難な決断を下すための応援をしてい

ただければと、心から願っています。

モニターツアーを終えて
しゃらく旅リハ倶楽部
担当　国本 豊泰


	tabi(Part3)_A4_10P
	tabi(Part3)_A4_11P
	tabi(Part3)_A4_12P
	tabi(Part3)_A4_13P
	tabi(Part3)_A4_14P
	tabi(Part3)_A4_15P

